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議案番号 議決結果件　　　　　　　　　　　　　名

平成27年 第３回（９月）定例会
　平成27年第３回定例会は、９月１日から会期24日間で開かれました。本定例会では、条例の制定や

一部改正、平成27年度一般会計補正予算など、28件の議案について審議を行い、下記のとおり決定し

ました。 

■本定例会で審議した議案とその結果

9/1〜9/24  24日間

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

議案第92号

議案第93号

議案第94号

議案第95号

議案第96号

議案第97号

議案第98号

議案第99号

議案第100号

議案第101号

議案第102号

議員提出議案第6号

認 定 第 1 号

認 定 第 2 号

請 願 第 3 号

請 願 第 5 号

意見書案第2号

意見書案第3号

原案可決（多　　数）

〃

原案否決（多　　数）

原案可決（多　　数）

原案可決（全会一致）

原案可決（多　　数）

〃

原案可決（全会一致）

〃

〃

〃

〃

〃

原案承認（全会一致）

原案可決（多　　数）

原案可決（全会一致）

〃

原案同意（全会一致）

〃

〃

原案可決（全会一致）

継続審査（全会一致）

〃

採　　択（全会一致）

採　　択（全会一致）

原案可決（全会一致）

〃

日田市個人情報保護条例の一部改正について

日田市副市長の定数を定める条例の一部改正について　

日田市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部改正について

日田市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

日田市特別職員退職手当支給条例の特例に関する条例の一部改正について

日田市税条例の一部改正について

日田市税特別措置条例の一部改正について

日田市手数料条例の一部改正について

日田市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について

日田市公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

工事請負契約の締結について

字の区域の変更について

専決処分（平成27年度日田市一般会計補正予算(第２号)）の承認について

平成27年度日田市一般会計補正予算（第３号）

平成27年度日田市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成27年度日田市一般会計補正予算（第４号）

日田市副市長の選任について

日田市教育委員会委員の任命について

人権擁護委員の推薦について

日田市議会決算審査特別委員会の設置について

平成26年度日田市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について

平成26年度日田市水道事業会計決算の認定について

ヘイトスピーチ対策についての法整備を含む強化策を求める意見書の提出を求める請願

地方財政の充実強化を求める意見書提出に関する請願

ヘイトスピーチ対策についての法整備を含む強化策を求める意見書

 地方財政の充実・強化を求める意見書

日田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用に関する条例の制定について

国会審議中の「国際平和支援法案」と「平和安全法制整備法案」の見送りを求める
意見書提出に関する請願

請 願 第 4 号 不 採 択（多　　数）

議案第83号
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平成27年 第３回定例会  賛否の状況（全会一致以外）

議案番号

※賛否は原案に対するものとし、「○」は賛成、「●」は反対（不賛成）を表します。

　議長（嶋健二）は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は表決に加わりません。

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第88号

議案第89号

議案第97号

請願第４号

可 決

可 決

否 決

可 決

可 決

可 決

可 決

不採択

19

19

10

12

17

19

19

6

2

2

11

9

4

2

2

15

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

議 

決 

結 

果

賛
　
　
成

反
　
　
対

坂
本
　
　
茂

松
野
　
勝
美

日
隈
　
知
重

大
谷
　
敏
彰

井
上
正
一
郎

古
田
京
太
郎

溝
口
　
千
壽


瀬
　
　
剛

中
野
　
哲
朗

三
苫
　
　
誠

居
川
　
太
城

石
橋
　

彦

飯
田
　
茂
男

梅
原
　
竜
也


倉
和
一
郎

渡
辺
　
孝
裕

佐
藤
　
里
代

安
達
　
明
成

財
津
　
幹
雄

森
山
　
保
人

坂
本
　
盛
男

嶋

　
健
二

※ 賛否
会派名、議員名及び賛否の別

市政クラブ 新世ひた 市民クラブ 日本共産党 公明党

請願

議案

賛否の主な討論の内容

■議案第83号（反対討論あり）　　

　マイナンバー制度は利便性が強調されているが、

プライバシーの侵害や、なりすましなどによる犯罪

の危険性を高めるものであり、全国２か所に共同集

約される中間サーバーがサイバー攻撃を受けると、

大量の情報漏えいが起きるとの指摘もある。また、

個人のパソコンでマイナンバーに基づく情報を見る

ことができるマイナポータルは、個人番号カードと

パスワードがあれば、特定の個人のあらゆる情報を

閲覧できることになるとのことから反対討論が行わ

れたが、採決の結果、多数をもって原案が可決され

た。　

■議案第84号（反対討論あり）　

　個人番号を含む特定個人情報の提供は、法により

原則禁止されているが、例外規定が設けられている。

警察、公安機関での活動を含む26項目については、

マイナンバーを含む個人情報の提供がネットワーク

を介さず行われるため、本人は自分の特定個人情報

が提供、閲覧されたことを知ることができず、マイ

ナンバーの悪用を監視する特定個人情報保護委員会

のチェック対象からも外されているとのことから、

反対討論が行われたが、採決の結果、多数をもって

原案が可決された。　　

■議案第85号（反対・賛成討論あり）　　　

　今後の日田市を考えるとき、副市長１人体制によ

る強い信頼関係をもって市政に当たることが、将来

のためになる。今回の副市長２人体制の提案は、７

月の市長選挙時には提起されておらず、市民に対し

説明不足で、唐突であることは否めない。今後の４

年間が日田市にとって重要な時期であれば、将来展

望を十分に考慮した市の体制を市民に問い、判断を

仰がなければならなかったのではないか。また、総

合戦略の推進や公共施設の再編などの行政課題に取

り組むに当たり、トップマネジメントの強化を図り、

強力なリーダーシップを発揮するため、副市長の新

たな専門知識が必要というが、これら行政課題は住

民サービスの低下につながるものであり、地域再生

にはつながらないとの反対討論が行われた。

　続いて、市長選挙の際に副市長の２人体制につい

ては提起されていなかったが、その後に検討し、今

回の提案になったのであれば、公約に反するもので

はない。また、日田市の将来が決まるこの時期に、

より力を結集して事に当たりたいという意向をあえ

て封じることは避けるべきである。「副市長は２人

も必要ない、人件費が増える」といった市民からの

声はあるが、そこに判断基準を置くのではなく、市

議会は市民にとって何が一番大切かを判断し、持続

可能な日田市を模索するための行動が求められてい

るのであり、これを念頭に置くべきとの賛成討論が

行われたが、採決の結果、多数をもって原案は否決

された。
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■議案第86号（修正動議及び修正動議への賛成討論あり）

　市長が初当選した４年前の選挙において、総人件

費の２割削減を公約としたが、未だ果たせておらず、

７月の市長選挙において、今後の給料の削減率につ

いては何ら触れられていない。市長給料の削減は、

これまでどおり継続されるものと思っていた市民が

多く、本市の厳しい財政状況を考慮すれば、人件費

の増額となるような条例改正に理解が得られるとは

到底考えられない。総人件費の２割削減を実現する

までは、市長の給料について、削減率を20％とす

る修正案が提出された。合わせて、総人件費２割削

減といいながら、市長自身の給料削減率を15％に

するということに、市民はつじつまが合わないと感

じている。それでは市長との信頼を損ない、求心力

が失われかねないとして、修正案に賛成する討論が

行われた。

　続いて、市長ほか特別職の給料については、「市民

から見て高額であり削減すべき」との多くの意見が

ある中、今回の提案は、市長の１期目と比較すると

その削減率が小さくなっている。市内の景気は回復

せず、厳しい経済状況が続いている。また、市町村

合併から10年が経過し、交付税は毎年減額され、

５年後には10億円以上の削減が予定されているこ

とからも、それぞれ削減率を以前と同じ、市長が

30％、副市長が30％、教育長が15％とする修正案

が提出されたが、採決の結果、多数をもって原案が

可決された。

■議案第88号（修正動議あり）　

　１期４年間での退職手当の額は、削減がなされな

い場合、市長が約2,100万円、副市長が約1,360万円

となり、高過ぎるという市民の批判もあり、前市長

のときから50％の削減を市長、副市長、教育長と

も一律に行い、現市長もこれを継続してきた。この

ことは市長の政治姿勢として評価され、市民もこれ

を当然として受け止めている。市長選挙時に公約と

して説明せず、後になって削減率を小さくすること

は、納得できないことから、市長ほか3役の退職手

当の支給割合の削減率について、それぞれ一律に以

前の50％へと改めるよう修正案が提出されたが、

採決の結果、多数をもって原案が可決された。　

■議案第89号（反対討論あり）　

　マイナンバーによって結び付けられる個人情報が、

市民税の申告や減免申請などへと利用拡大されれば、

一たびその情報が流出すると、甚大なプライバシー

侵害やなりすましなどに悪用され、危険性が飛躍的

に高まることは明らかであるとのことから、反対討

論が行われたが、採決の結果、多数をもって原案が

可決された。　　

■議案第97号（反対討論あり）　　

　本案の特別職人件費の補正については、本来の給

料より市長が15％、副市長が５％、また教育長が

５％の削減に伴うものであるが、これは以前行われ

ていた削減率と比較すると、小さいものとなること

から、今後も以前の削減率を継続すべきとの反対討

論が行われたが、採決の結果、多数をもって原案が

可決された。

　　

■請願第４号（反対討論・賛成討論あり）　

　安全保障関連法案11件は、国会の参考人陳述で

も３名の学者が憲法違反と表明し、新聞やテレビ等

によるアンケートでも、法案に対して反対意見が多

く、政府の説明不足を指摘する声が８割を超えるな

ど、国民の理解が得られていない。世論を無視し、

数の力で審議や採決を強行したことは、立憲主義、

民主政治の上からも許されることではなく、戦後政

治の大転換を伴う重大法案を可決したことは、将来

に大きな禍根を残すことに成りかねない。

　また、これらの法案が成立した今となっては、法

案制定の見送りを求める意見書を国に提出すること

はできないが、例えそうであったとしてもこの請願

を不採択とすることが、民主主義の形として市民の

声に応える市議会のとる姿勢と言えるのか。この法

案は審議すればするほど、憲法違反の内容が明らか

になり、世論調査ではその説明に多くの人が納得で

きないと答えている中で、今回の成立の見送りを求

めるのは、市民を代表する声であり、請願の趣旨を

尊重し、市議会として真摯に受け止め、結論を導く

べきであるとの賛成討論が行われた。

　続いて、この法案は日本の安全保障環境が大きく

変化していることを踏まえ、憲法第９条の下で許容

される自衛の措置を堅持し、さらに国際社会の平和

と安定に一層貢献するため、自衛隊の海外派遣が円

滑に行われるようにするものである。また、新3要

件を条文に明記することで、例外なき国会の事前承

認を義務付けており、武力行使の拡大解釈にならな

いように、自衛隊の安全確保についても、二重三重

の歯止めを設けている。あくまでも自国防衛のため

に、ほかに適当な手段が無い場合に限り、必要最小

限の実力行使をするものであり、他国防衛の集団的

自衛権の行使は認めていない。よって、今回の法案

は憲法第9条の枠を超えるものではないとの反対討

論が行われ、採決の結果、多数をもって不採択とな

った。
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市
政
に
反
映

　
皆
さ
ん
の
声

市
政
に
反
映

　
皆
さ
ん
の
声

市
政
に
反
映

　
皆
さ
ん
の
声

一般質問

部
長
　
導
入
の
目
的
は
３
つ
あ
る
。
１

つ
目
は
、
個
人
の
情
報
を
正
確
に
特
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
手
続
が
容

易
と
な
り
、
国
民
の
利
便
性
が
向
上
す

る
。
２
つ
目
は
、
福
祉
分
野
に
お
け
る

給
付
な
ど
未
受
給
や
不
正
受
給
を
無
く

す
な
ど
、
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現

す
る
。
３
つ
目
は
、
行
政
事
務
に
必
要

な
情
報
の
照
合
、
転
記
な
ど
の
効
率
化

が
図
ら
れ
る
。

質
問
　
個
人
情
報
の
漏
え
い
防
止
の
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

部
長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
制
度
面
と

シ
ス
テ
ム
面
の
両
面
か
ら
個
人
情
報
保

護
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

質
問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は
、

義
務
か
任
意
か
伺
い
た
い
。

部
長
　
申
請
は
任
意
で
あ
る
。

質
問
　
個
人
番
号
が
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
ど
の
よ
う
な
時
か
伺
い
た
い
。

部
長
　
社
会
保
障
関
係
、
税
務
関
係
、

勤
務
先
へ
の
番
号
通
知
、
災
害
関
係
時

な
ど
で
あ
る
。

質
問
　
副
市
長
２
人
制
と
特
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職
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給

料
及
び
退
職
金
の
削
減
割
合
の
縮
小
は
、

所
信
表
明
で
述
べ
た
、﹁
行
政
の
ス
リ

ム
化
、
行
財
政
改
革
の
推
進
﹂
と
矛
盾

し
な
い
か
伺
い
た
い
。

市
長
　
副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て
は
、

質
問
　
市
民
の
願
い
を
ど
の
よ
う
に
市

政
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。
日
田
市
を
ど

ん
な
町
に
し
た
い
の
か
、
市
長
自
身
の

言
葉
で
市
民
に
発
信
し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
日
田
を
元
気
な
町
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
市
民
の
負
託
に
応
え
、
い
か

な
る
社
会
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
進
め

た
い
。

質
問
　
幼
い
頃
か
ら
の
愛
郷
心
を
育
む

取
組
は
、
若
者
定
住
の
土
台
を
成
す
と

考
え
る
。
日
田
市
独
自
の
取
組
を
お
示

し
願
い
た
い
。

教
育
長
　
日
田
に
伝
わ
る
貴
重
な
歴
史

や
文
化
、
自
然
に
つ
い
て
学
び
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を

進
め
た
い
。

質
問
　
若
者
定
住
に
は
、
大
胆
な
子
育

て
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
何
を

重
点
施
策
と
す
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
保
護
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

を
踏
ま
え
て
策
定
し
た

ひ
た
っ
子


子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
を
基
本

に
施
策
の
柱
と
す
る
。

質
問
　
一
期
目
を
振
り
返
り
、
二
期
目

に
向
け
て
、
市
職
員
と
の
信
頼
関
係
を

ど
の
よ
う
に
築
く
の
か
伺
う
。
　
　
　

市
長
　
市
政
運
営
に
関
す
る
思
い
や
考

え
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

面
が
あ
っ
た
と
思
う
。
職
員
が
自
由
に

意
見
や
議
論
が
で
き
る
よ
う
な
風
通
し

が
よ
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

自
ら
率
先
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
た
い
。

質
問
　
こ
の
ほ
か
、
婚
活
、
平
和
安
全

法
制
、
公
務
員
の
政
治
活
動
及
び
選
挙

運
動
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す

る
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
27
年
第
3
回
定
例
会
で
は
、
9
月
8
日
、
10
日
、
11
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
16
人
の
議
員
が
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
　
野
　
哲
　
朗

原
田
市
政
二
期
目
の
基
本
姿
勢

古
　
田
　
京
太
郎

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

内
容
と
問
題
点
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部
長
　
移
動
販
売
車
が
小
ま
め
に
広
範

囲
に
活
動
す
れ
ば
、
地
元
の
小
売
店
に

影
響
を
与
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
困

っ
て
お
ら
れ
る
方
の
実
態
調
査
を
行
う
。

質
問
　
地
域
の
高
齢
者
世
帯
等
を
支
援

す
る
団
体
が
今
後
望
ま
れ
る
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

部
長
　
今
の
と
こ
ろ
﹁
つ
え
絆
ク
ラ
ブ
﹂

以
外
の
団
体
は
な
い
が
、
市
と
し
て
も

地
域
を
支
え
る
同
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
取

組
は
、
今
後
、
よ
り
重
要
と
考
え
て
お

り
、
積
極
的
に
設
立
へ
の
支
援
を
財
政

的
に
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
昨
年
10
年
目
を
迎
え
た
﹁
千
年

あ
か
り
﹂
は
、
豆
田
を
中
心
に
多
く
の

方
々
の
協
力
で
年
々
盛
大
に
な
っ
て
き

た
が
、
今
ま
で
の
作
業
場
所
が
使
え
な

く
な
っ
た
。
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

部
長
　
今
年
は
民
間
施
設
を
賃
借
し
て

い
る
。
今
後
は
、
ま
つ
り
関
係
備
品
の

倉
庫
と
作
業
所
が
必
要
な
た
め
、
今
議

会
に
関
係
予
算
を
上
程
し
て
い
る
。

質
問
　
作
業
所
は
、
あ
る
程
度
の
面
積

地
方
創
生
を
推
進
す
る
上
で
、
専
門
性

に
優
れ
た
人
材
を
お
迎
え
し
た
い
。
特

別
職
の
給
与
や
退
職
金
の
削
減
率
の
縮

小
は
、
他
市
町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
。

質
問
　
こ
の
他
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

高
齢
者
の
福
祉
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

質
問
　
副
市
長
２
人
制
の
考
え
方
と
、

メ
リ
ッ
ト
及
び
人
件
費
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
総
合
戦
略
の
推
進
な
ど
、
重
要

事
項
が
山
積
し
て
い
る
。
市
長
と
２
人

の
副
市
長
の
体
制
に
よ
り
、
強
力
な
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
行
政
施
策

へ
の
取
組
を
強
化
し
た
い
。
副
市
長
の

人
件
費
は
、
一
人
当
た
り
年
間
１
１
０

２
万
６
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問
　
国
機
関
で
あ
る
森
林
技
術
総
合

研
修
所
の
地
方
移
転
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

部
長
　
市
と
し
て
は
、
こ
の
研
修
所
の

地
方
移
転
に
向
け
、
県
と
連
携
し
た
取

組
を
進
め
な
が
ら
、
必
要
な
体
制
を
と

り
、
対
応
し
て
行
く
。

質
問
　
三
芳
地
区
内
の
市
道
３
路
線
に

つ
い
て
事
業
計
画
を
伺
う
。

部
長
　
市
道
桃
山
線
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
改
修

工
事
に
、
県
道
側
か
ら
一
部
着
手
し
、

側
溝
整
備
と
あ
わ
せ
年
次
計
画
で
実
施

し
て
行
く
。
市
道
駅
北
三
芳
線
に
つ
い

て
は
、
路
線
の
延
長
も
長
く
全
体
計
画

を
一
括
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
厳
し
い

こ
と
か
ら
、
緊
急
度
の
高
い
側
溝
整
備

の
箇
所
か
ら
対
応
し
て
行
く
。
市
道
三

芳
駅
上
井
手
線
に
つ
い
て
は
、
三
芳
駅

東
側
の
拡
幅
改
良
工
事
は
完
了
し
た
。

三
芳
駅
か
ら
国
道
ま
で
の
区
間
は
、
老

朽
化
し
た
側
溝
や
舗
装
の
改
修
工
事
の

整
備
方
法
の
協
議
を
行
い
、
早
い
時
期

に
計
画
し
た
い
。

質
問
　
ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
現
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

部
長
　
土
地
開
発
公
社
の
解
散
を
受
け
、

所
管
事
務
が
企
業
立
地
推
進
室
に
移
管

さ
れ
た
。
早
期
の
入
団
に
向
け
関
係
機

関
と
情
報
共
有
な
ど
を
図
り
、
本
年
度

末
で
は
入
団
率
93
・
5
％
と
な
り
、
残

り
２
テ
ラ
ス
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

質
問
　
人
口
減
少
に
伴
い
、
世
帯
員
の

減
少
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
日
常
の
買

物
に
も
困
る
人
が
い
る
が
、
対
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

部
長
　
そ
う
い
う
方
が
お
ら
れ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
、
ひ
た
走
り
号
な
ど
の

整
備
を
し
て
お
り
、
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

質
問
　
比
較
的
中
心
部
に
近
い
方
、
刃

連
町
辺
り
の
方
で
も
困
っ
て
い
る
と
聞

い
た
。
移
動
販
売
車
で
も
来
て
く
れ
れ

ば
い
い
が
、
そ
れ
ら
の
業
者
の
協
力
を

得
て
の
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

財
　
津
　
幹
　
雄

買
物
に
困
る
人
た
ち
へ
の

支
援
策
は

坂
　
本
　
盛
　
男

副
市
長
2
人
制
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う

マイナンバー制度への対応は十分にマイナンバー制度への対応は十分に
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質
問
　
有
害
鳥
獣
対
策
の
現
況
と
今
後

の
取
組
、
電
気
柵
事
故
防
止
の
注
意
喚

起
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

は
、
捕
獲
と
被
害
防
止
を
継
続
的
に
実

施
し
、
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
農

林
水
産
物
被
害
の
防
止
、
軽
減
を
図
り

た
い
。
被
害
防
止
と
安
全
面
に
配
慮
し

た
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
本
年
８
月
、
中
学
生
が
犠
牲
と

な
っ
た
事
件
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危

険
性
が
問
題
に
な
っ
た
。
本
来
、
家
庭

で
取
り
組
む
べ
き
だ
か
、
学
校
で
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
対
応
状
況
と
、
行
政

と
し
て
取
り
組
む
必
要
性
、
方
法
が
あ

る
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
小
５
で
46
％
、
小
６
で
56
％
、

中
２
で
65
％
、
中
３
で
74
％
が
利
用
し

て
お
り
、
個
人
情
報
の
保
護
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
児
童
生
徒
が
こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会

を
生
き
る
一
人
と
し
て
、
適
切
に
判
断

し
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
き

た
い
。

が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

部
長
　
立
地
場
所
の
利
便
性
、
使
い
勝

手
な
ど
こ
れ
か
ら
協
議
し
て
い
く
。

質
問
　
県
道
宝
珠
山
日
田
線
の
改
良
工

事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
殿
町
・
鈴
連
町
の
１
２
６
０
ｍ

の
工
事
区
間
の
内
、
３
４
０
ｍ
が
完
了

し
、
用
地
買
収
は
今
年
度
中
に
終
了
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
買
収
完
了
区
間
か

ら
順
次
工
事
着
工
予
定
で
あ
る
。
残
り

の
殿
町
か
ら
こ
と
と
い
の
里
手
前
ま
で

の
７
０
０
ｍ
の
未
整
備
区
間
は
、
今
後

の
計
画
で
あ
る
。
皿
山
か
ら
桐
尾
ま
で

の
４
・
２
㎞
は
危
険
個
所
の
改
良
の
み

の
計
画
で
あ
る
。

質
問
　
市
道
皿
山
小
鹿
田
線
の
改
良
工

事
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
皿
山
か
ら
う
ら
小
鹿
田
の
１
６

４
３
ｍ
に
つ
い
て
は
、
路
線
全
体
の
拡

幅
改
良
計
画
は
無
く
、
離
合
所
等
部
分

改
良
の
計
画
で
あ
る
。

質
問
　
こ
の
市
道
は
拡
幅
や
離
合
所
の

改
良
で
は
な
く
、
バ
イ
パ
ス
的
な
新
設

道
路
が
適
し
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

部
長
　
バ
イ
パ
ス
計
画
や
全
線
の
改
良

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

質
問
　
日
田
市
管
内
国
県
道
整
備
促
進

期
成
会
連
合
会
に
お
け
る
市
の
対
応
や

進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
市
長
が
会
長
で
各
地
域
の
振
興

協
議
会
や
各
路
線
の
期
成
会
の
代
表
、

県
議
、
市
議
会
議
長
で
組
織
し
て
お
り
、

毎
年
市
内
の
国
県
道
の
整
備
に
つ
い
て

大
分
県
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
市
長
の
大
分
県
へ
の
要
望
活
動

に
対
す
る
意
気
込
み
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
地
道
な
活
動
で
あ
る
が
、
地
元

の
協
議
会
や
期
成
会
か
ら
の
土
木
事
務

所
や
大
分
県
へ
の
要
望
活
動
も
続
け
て

行
い
た
い
。

質
問
　
こ
の
ほ
か
、
日
田
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問
　
特
別
職
の
給
与
条
例
、
副
市
長

の
定
数
条
例
改
正
に
関
し
、
市
民
へ
の

説
明
責
任
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
二
期
目
に
つ
い
て
も
給
料
削
減

は
継
続
す
べ
き
と
判
断
し
、
15
％
削
減

を
提
案
し
た
。
副
市
長
を
初
め
と
し
た

特
別
職
に
つ
い
て
も
同
様
の
判
断
で
あ

る
。
あ
わ
せ
て
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

優
秀
な
人
材
の
確
保
と
継
続
的
な
業
務

の
遂
行
の
た
め
に
、
条
例
改
正
を
お
願

い
し
た
く
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

質
問
　
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
た
会

議
参
加
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ

い
て
伺
う
。

部
長
　
会
議
で
出
さ
れ
た
市
民
の
意
見

の
結
果
に
つ
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
。
さ
ら
に
、
意
見
の
反

映
結
果
な
ど
を
含
め
、
会
議
等
で
説
明

し
て
い
く
。

安
　
達
　
明
　
成

市
民
へ
の
説
明
責
任
は
？

井
　
上
　
正
一
郎

小
野
地
区
の
県
道
・
市
道
の

改
良
事
業
に
つ
い
て

県道宝珠山日田線の未整備区間県道宝珠山日田線の未整備区間
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改
革
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
例
え
ば
、
専
門
分
野
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
話
は
、

行
政
が
施
策
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
上

で
、
指
揮
、
命
令
、
責
任
と
い
う
も
の

を
、
そ
こ
に
置
い
て
意
見
だ
け
を
聴
取

し
よ
う
と
い
う
話
で
は
な
い
。

質
問
　
チ
ー
ム
学
校
は
、
教
育
現
場
が

抱
え
る
問
題
の
解
決
の
た
め
に
教
員
だ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
専
門
家
や
事
務

職
員
の
力
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
学

校
全
体
の
組
織
力
や
教
育
力
を
高
め
る

取
組
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

教
育
長
　
学
校
事
務
職
員
や
学
校
連
絡

員
の
他
に
、
悩
み
の
あ
る
子
供
や
保
護

者
の
相
談
活
動
を
行
い
、
い
じ
め
や
不

登
校
に
も
対
応
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

質
問
　
副
市
長
を
２
人
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
７
月
の
市
長
選
で
は
、
公

約
、
選
挙
公
報
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
唐
突
の
感
が
あ
る
。
副
市
長
２
名

に
つ
い
て
、
選
挙
時
点
で
は
ど
う
考
え

て
い
た
の
か
伺
う
。

市
長
　
７
月
の
時
点
で
は
、
薄
々
は
考

え
て
い
た
。
今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
な

ぜ
、
選
挙
の
争
点
に
し
な
か
っ
た
の
か

と
非
常
に
反
省
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
地
方
創
生
の
話
を
進
め
て
行
く

中
で
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
人
材
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
の
で
、

今
回
提
案
を
し
た
。
争
点
隠
し
で
選
挙

に
持
ち
出
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
時
点
で
は
、
迷
っ
て
い
た
。

質
問
　
市
長
の
答
弁
で
は
、
総
合
戦
略

に
力
を
注
ぐ
た
め
、
副
市
長
が
必
要
で

あ
る
と
の
意
見
で
あ
る
が
、
市
長
が
二

期
目
の
大
き
な
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い

る
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
　

市
長
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
そ
の
遂
行

に
取
り
組
む
。
こ
の
日
田
市
で
は
、
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
循
環
型
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

地
方
創
生
の
総
合
戦
略
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
以
前
は
一
定
の
期
間
、
専
門
の

人
材
に
特
定
の
課
題
の
解
決
を
任
せ
て

い
た
。
そ
う
い
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
や
り
方
も
あ

る
が
、
今
回
の
地
方
創
生
は
、
地
方
自

治
の
制
度
を
扱
い
、
新
た
な
公
共
も
提

案
し
た
い
。
そ
う
す
る
た
め
に
は
、
し

っ
か
り
と
し
た
指
揮
命
令
が
必
要
で
あ

り
、
組
織
と
し
て
動
け
る
体
制
の
た
め
、

副
市
長
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
特
別
職
の
給
与
の
カ
ッ
ト
幅
を

縮
め
た
理
由
を
、
市
民
が
十
分
に
納
得

で
き
る
説
明
を
求
め
る
。

市
長
　
今
回
の
特
別
職
給
与
の
特
別
措

置
に
つ
い
て
は
、
二
期
目
に
当
た
り
改

め
て
検
討
を
行
い
、
給
料
と
退
職
手
当

の
減
額
に
つ
い
て
は
継
続
す
る
べ
き
も

の
と
考
え
、
財
政
状
況
や
県
内
他
自
治

体
の
特
別
職
の
給
与
カ
ッ
ト
率
の
状
況

及
び
一
般
職
員
の
給
与
の
状
況
等
を
勘

案
し
た
結
果
、
報
酬
の
減
額
を
継
続
す

る
提
案
を
し
た
。
ま
た
、
副
市
長
を
初

め
と
し
た
特
別
職
に
つ
い
て
も
同
様
の

判
断
と
し
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
優
秀

な
人
材
の
確
保
と
継
続
的
な
業
務
の
遂

行
の
た
め
提
案
し
た
。

質
問
　
市
長
の
改
定
前
と
後
の
給
料
、

期
末
手
当
と
退
職
手
当
の
金
額
、
並
び

に
３
人
体
制
に
な
っ
た
時
の
職
務
分
担

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
条
例
改
正
前
の
給
料
、
期
末
手

当
は
年
額
で
１
０
９
２
万
６
０
０
０
円
。

改
正
後
は
、
１
２
４
９
万
６
０
０
０
円
。

退
職
手
当
は
１
０
４
６
万
４
０
０
０
円

で
、
改
正
後
は
１
６
７
４
万
２
０
０
０

円
で
あ
る
。

市
長
　
副
市
長
２
人
制
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

一
人
は
行
政
を
担
当
す
る
。
も
う
一
人

は
、
経
済
的
な
知
識
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
招
き
、
新
た
な
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
か
Ｐ
Ｐ

Ｐ
な
ど
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
、
命
令

の
責
任
、
権
限
を
持
た
せ
た
中
で
行
政

溝
　
口
　
千
　
壽

副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て

坂
　
本
　
　
　
茂

チ
ー
ム
学
校
の
取
組
に
つ
い
て

佐
　
藤
　
里
　
代

日
田
市
特
別
職
の
給
与
に

つ
い
て
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部
長
　
公
共
造
林
事
業
で
実
施
で
き
な

い
間
伐
等
に
つ
い
て
は
、
未
利
用
間
伐

材
利
用
促
進
事
業
を
活
用
し
、
さ
ら
に

当
該
事
業
に
市
の
上
乗
せ
助
成
を
行
う

方
向
で
進
め
た
い
。

質
問
　
そ
の
他
、
有
害
鳥
獣
対
策
等
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問
　
各
学
校
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
サ

ポ
ー
ト
補
助
職
員
の
引
継
ぎ
や
情
報
共

有
が
う
ま
く
で
き
て
な
い
部
分
が
見
受

け
ら
れ
る
。
対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
学
級
担
任
が
作
成
し
た
支

援
の
記
録
を
引
継
ぐ
等
の
取
組
に
努
め

て
い
る
。

質
問
　
担
任
が
代
わ
っ
て
も
児
童
自
身

の
存
在
は
変
わ
ら
な
い
。
指
導
の
在
り

方
や
支
援
学
校
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
研
修
会
や
情
報
交
換
、
巡

回
相
談
も
行
っ
て
連
携
し
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
質
問
は
特
別
な
支
援
が
必

要
な
児
童
の
保
護
者
会
か
ら
意
見
を
頂

き
、
代
弁
を
し
て
い
る
。

　
学
級
支
援
員
が
現
場
で
不
足
し
て
い

る
中
、
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

セ
ラ
ー
が
５
名
、
不
登
校
生
と
学
校
を

つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
心
の
相
談
員
が
６

名
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
補
助
職
員
が
40
名
、

学
校
図
書
館
員
も
21
名
配
置
さ
れ
、
さ

ら
に
、
外
国
語
指
導
助
手
が
４
名
で
あ

る
。

質
問
　
外
国
語
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
平
成
23
年
度
か
ら
、
小
学
校

５
、
６
年
生
に
週
１
時
間
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
保
護
者
か
ら
の
依
頼
や
相
談
へ

の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
相
談
員
、

福
祉
関
係
の
相
談
員
な
ど
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
土
曜
教
室
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
今
年
度
は
土
曜
日
を
中
心
に

子
供
会
や
地
域
指
導
者
、
学
校
関
係
者

か
ら
な
る
団
体
が
４
団
体
と
地
区
公
民

館
主
催
の
３
団
体
が
、
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　
チ
ー
ム
学
校
に
つ
い
て
、
教
育

長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

教
育
長
　
現
場
に
教
員
以
外
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
れ
ば
、
教
員
が
本

来
の
業
務
で
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
授
業

あ
る
い
は
、
子
供
と
向
き
合
う
時
間
、

一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
子
供
た

ち
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
整
備
に
、

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
、
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問
　
市
町
村
合
併
後
、
10
年
が
経
過

し
、
合
併
の
評
価
・
検
証
は
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
新
市
建
設
計

画
で
は
、
合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
額

が
、
平
成
27
年
９
月
時
点
で
65
億
円
あ

る
が
、
こ
れ
に
よ
り
何
を
重
点
的
に
進

め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
合
併
の
評
価
に
つ
い
て
、
合
併

の
効
果
と
し
て
は
、
医
療
福
祉
の
充
実
、

水
郷
テ
レ
ビ
の
整
備
等
が
図
ら
れ
、
一

方
、
合
併
の
課
題
・
問
題
点
と
し
て
は
、

旧
町
村
の
活
力
の
低
下
、
人
口
減
少
、

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ
た
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
の
声
が
出
て
お

り
、
今
後
、
住
民
生
活
機
能
の
維
持
を

図
り
、
市
内
の
ど
こ
で
も
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
く
。

部
長
　
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た
総
合
計
画

に
引
き
継
ぎ
、
施
策
・
事
業
の
評
価
・

検
証
を
行
っ
て
き
た
。
新
市
建
設
計
画

そ
の
も
の
の
評
価
・
検
証
は
行
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す

る
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
も
っ
て

計
画
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

質
問
　
平
成
27
年
度
公
共
造
林
事
業
の

国
の
予
算
は
、
平
成
26
年
度
に
比
べ
て

８
割
し
か
確
保
で
き
ず
、
森
林
整
備
や

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
が
心
配
さ
れ

る
が
、
市
の
対
応
を
伺
う
。

三
　
苫
　
　
　
誠

市
町
村
合
併
の
評
価
と

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

居
　
川
　
太
　
城

障
が
い
福
祉
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

第５次日田市総合計画における効果と課題は第５次日田市総合計画の総括は
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質
問
　
現
在
、
人
口
増
加
地
域
は
咸
宜

地
区
及
び
光
岡
地
区
で
あ
る
。
光
岡
地

区
の
中
で
も
清
岸
寺
町
は
、
５
月
末
現

在
４
１
１
世
帯
、
１
２
２
１
人
と
ま
だ

ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
中
で
も
子
供
の
数
が
多
く
、
小
学
生

１
０
０
人
、
中
学
生
45
人
、
未
就
学
児

が
１
２
２
人
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
公

園
が
な
い
状
況
で
あ
り
、
子
供
た
ち
は

道
路
で
遊
ん
で
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
人
口
増
加
地
域
に
お
け
る
公
園
の
整

備
予
定
は
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

部
長
　
都
市
公
園
の
配
置
基
準
に
よ
る

と
、
清
岸
寺
地
区
は
、
地
区
公
園
で
あ

る
月
隈
公
園
の
持
つ
誘
致
距
離
１
０
０

０
ｍ
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
。
当
該

地
区
の
世
帯
数
や
人
口
の
推
移
を
見
る

と
、
こ
こ
15
年
程
度
で
倍
増
し
居
住
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
都
市
公
園
の
見
直
し
の
中
で
検
証

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
月
隈
公
園
か
ら
１
０
０
０
ｍ
以

内
と
言
わ
れ
た
が
、
月
隈
公
園
は
桂
林

地
区
で
あ
る
。
本
当
に
検
証
さ
れ
て
い

教
育
次
長
　
指
摘
の
と
お
り
、
申
請
ど

お
り
の
人
員
配
置
は
で
き
て
い
な
い
。

　
そ
の
た
め
支
援
員
や
教
職
員
の
増
員

に
つ
い
て
大
分
県
に
も
要
望
し
て
い
く
。

質
問
　
増
員
の
方
向
で
い
く
と
受
け
取

る
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
の
地
元
の
経

済
波
及
効
果
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。
思

い
切
っ
て
や
め
る
と
い
う
選
択
肢
は
な

い
の
か
。

部
長
　
経
済
状
況
や
商
店
街
等
の
意
見

交
換
を
加
味
し
て
判
断
し
た
い
。

質
問
　
補
助
金
制
度
よ
り
も
融
資
制
度

を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
融
資
率
や
保
証
料
の
補
助
等
の

融
資
施
策
を
議
論
し
て
い
る
。

質
問
　
市
長
と
し
て
民
間
が
稼
ぐ
ま
ち

づ
く
り
の
仕
組
み
の
手
助
け
を
で
き
な

い
か
。

市
長
　
市
民
が
行
政
と
手
を
組
み
な
が

ら
新
た
な
公
共
の
担
い
手
と
な
れ
る
場

づ
く
り
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

つ
い
て
、
日
田
市
は
合
併
な
ど
に
よ
り

機
能
の
類
似
し
た
公
共
施
設
が
過
大
な

傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
適
切
な
維
持
、

管
理
、
再
配
置
等
は
ど
う
進
め
る
か
。

部
長
　
今
年
か
ら
２
年
間
で
計
画
を
策

定
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
10
年
単
位
の

実
施
計
画
を
今
後
作
る
。
不
要
な
施
設

や
本
来
の
役
割
を
終
え
た
施
設
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
も
取
り
壊
し
等
を
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
統
合
、
廃
止
は
行

う
。
第
３
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
将
来

的
に
は
民
営
化
・
民
間
譲
渡
が
基
本
に

な
る
。
学
校
統
廃
合
で
閉
校
に
な
っ
た

学
校
跡
地
は
23
校
あ
り
、
そ
の
う
ち
整

備
が
終
わ
っ
た
も
の
が
８
校
、
整
備
が

進
ん
で
い
る
も
の
が
４
校
、
未
整
備
の

も
の
が
11
校
で
、
跡
地
検
討
委
員
会
で

協
議
中
若
し
く
は
、
今
後
協
議
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

質
問
　
公
共
施
設
の
実
態
や
再
配
置
計

画
の
市
民
へ
の
周
知
と
情
報
共
有
は
。

部
長
　
昨
年
度
策
定
し
た
公
共
施
設
白

書
や
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
広
報
ひ
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
、
市
民

に
周
知
を
図
る
。
実
施
計
画
に
つ
い
て

は
再
配
置
・
統
合
・
廃
止
の
施
設
の
設

定
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を
反
映
し
、

利
用
者
や
地
元
の
方
々
に
十
分
説
明
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問
　
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

の
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
昨
年
度
の
支

給
率
が
他
市
と
比
較
し
て
大
幅
に
低
か

っ
た
が
、
今
年
度
の
対
応
は
。

部
長
　
昨
年
度
の
反
省
か
ら
、
受
給
資

格
の
あ
る
対
象
者
に
絞
っ
て
申
請
書
を

青
色
の
封
筒
で
送
付
し
、
申
請
書
作
成

の
負
担
を
極
力
軽
減
す
る
よ
う
に
し
た
。

受
付
期
間
が
終
わ
る
来
年
の
２
月
29
日

ま
で
に
全
て
の
受
給
資
格
者
に
支
給
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

森
　
山
　
保
　
人

公
共
施
設
の
再
配
置
と
臨
時
福
祉

給
付
金
に
つ
い
て

梅
　
原
　
竜
　
也

公
園
整
備
見
直
し
に
つ
い
て

未整備の学校跡地の活用は未整備の学校跡地の活用は
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減
幅
が
大
き
く
、
こ
の
ま
ま
実
施
さ
れ

れ
ば
、
市
民
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

医
師
会
な
ど
と
協
議
し
、
今
回
の
構
想

に
対
し
検
討
を
加
え
た
い
。

質
問
　
国
は
８
月
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
一
律
１
割
負
担
を
所
得
に
よ
り
２

割
負
担
に
引
き
上
げ
た
。
世
帯
の
生
計

を
維
持
す
る
者
が
、
死
亡
ま
た
は
重
大

な
障
害
、
あ
る
い
は
長
期
入
院
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
年
の
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
場
合
で
も
、
２
割
負
担
と
な
る
。

１
割
に
戻
す
救
済
策
を
市
独
自
に
取
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
２
割
と
な
る
方
は
１
９
５
名
。

市
独
自
で
減
免
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問
　
市
は
来
年
４
月
か
ら
、
要
支
援

者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
デ
イ
サ
ー
ビ

る
の
か
伺
い
た
い
。

部
長
　
現
在
、
見
直
し
検
討
の
中
で
検

証
し
、
次
の
段
階
に
進
め
た
い
。

質
問
　
市
長
は
、
光
岡
公
民
館
で
の
出

前
懇
談
会
で
、
清
岸
寺
町
の
公
園
問
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
言
わ
れ
た
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長
　
部
長
の
答
弁
に
も
あ
っ
た
が
見

直
し
の
中
で
、
あ
の
地
域
に
ど
の
よ
う

な
公
園
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
含

め
て
今
、
検
討
を
指
示
し
て
お
り
、
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
増
設
、
増
床
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
、
ま
た
、
小
学
生
の
漢
字
検

定
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問
　
副
市
長
２
人
体
制
が
な
ぜ
必
要

か
。
ま
た
給
料
・
退
職
金
の
削
減
率
を

縮
小
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
選
挙
の
前
に

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
２
人
体
制
は
総
合
戦
略
、
公
共

施
設
の
再
編
、
公
会
計
の
整
備
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
整
備
な
ど
重
要
項
目

が
あ
る
。
市
長
と
２
人
の
副
市
長
で
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
取

り
組
む
。
選
挙
前
に
２
人
体
制
の
方
向

性
は
考
え
て
い
た
が
、
選
挙
後
に
改
め

て
決
断
し
た
。
給
料
の
減
額
率
30
％
は

大
き
い
と
の
声
も
あ
り
、
適
正
な
給
料

額
を
軽
視
し
た
よ
う
に
な
る
の
で
、
選

挙
の
争
点
に
し
な
か
っ
た
。

質
問
　
専
門
家
の
副
市
長
を
迎
え
、
公

共
施
設
の
再
編
な
ど
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用

す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
伺
う
。

市
長
　
公
営
住
宅
、
教
育
文
化
施
設
、

廃
棄
物
処
理
施
設
、
医
療
施
設
、
社
会

福
祉
施
設
な
ど
を
、
民
間
の
お
金
で
建

て
直
し
経
営
を
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、

銀
行
管
理
の
下
で
経
営
す
る
た
め
、
専

門
的
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
も
抜
本
的
に
見
直
し
て
い
く
。

質
問
　
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に

市
民
の
意
見
を
求
め
て
い
る
が
、
計
画

作
り
や
計
画
の
具
体
化
の
段
階
で
は
、

住
民
参
加
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
総
合
戦
略
の
素
案
は
、
審
議
会

や
円
卓
会
議
に
説
明
す
る
。
実
行
す
る

段
階
で
も
市
民
主
体
で
実
施
で
き
る
事

業
も
あ
る
の
で
関
係
者
と
協
議
す
る
。

質
問
　
地
場
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業

者
を
支
援
す
る
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

部
長
　
総
合
的
な
支
援
の
で
き
る
体
制

は
必
要
で
あ
る
。
他
市
を
参
考
に
し
て

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
こ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

質
問
　
必
要
な
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
を
４

割
削
減
す
る
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

部
長
　
将
来
の
必
要
病
床
数
の
推
計
値

が
、
２
０
２
５
年
に
は
７
９
２
床
。
現

在
の
１
４
２
２
床
に
比
べ
６
３
０
床
の

減
と
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
。
病
床
の
削

大
　
谷
　
敏
　
彰

副
市
長
2
人
体
制
と
給
料
・

退
職
金
に
つ
い
て

日
　
隈
　
知
　
重

ど
う
な
る
地
域
医
療
と
介
護

人口増加が続く清岸寺地区人口増加が続く清岸寺地区

本会議の
  　テレビ中継

　一般質問は、水郷ＴＶ（市情報センタ

ー）及びＫＣＶコミュニケーションズで

生中継し、後日、録画放映も行っていま

すので、是非ご視聴ください。なお、閉

会日についても後日録画放映を行ってい
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ス
を
介
護
保
険
給
付
の
対
象
か
ら
外
し
、

市
町
村
事
業
に
移
す
。
ヘ
ル
パ
ー
資
格

な
し
で
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
、
訪
問

事
業
の
責
任
者
も
無
資
格
で
で
き
る
事

業
を
、
市
は
奨
励
す
る
の
か
。

部
長
　
無
資
格
と
は
い
え
、
一
定
程
度

の
研
修
を
受
け
た
従
事
者
が
行
う
。

質
問
　
国
は
、
市
町
村
事
業
に
上
限
を

設
け
て
兵
糧
攻
め
。
市
は
、
緩
和
し
た

基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
誘
導
す
る
の

で
は
な
い
か
。

部
長
　
生
活
援
助
は
、
調
理
、
食
事
の

後
片
付
け
、
掃
除
、
ご
み
出
し
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ご
み
出
し
を
ヘ
ル
パ
ー
１
級

の
方
が
や
る
か
、
従
事
者
が
や
る
か
を
、

そ
の
方
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

で
や
っ
て
い
く
。

質
問
　
市
職
員
総
人
件
費
に
つ
い
て
、

市
長
一
期
目
の
削
減
実
績
、
二
期
目
の

削
減
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

部
長
　
一
期
目
の
実
績
は
、
率
に
し
て

約
７
％
程
度
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
26
名
の
減
と
な

っ
て
い
る
。

市
長
　
二
期
目
の
削
減
見
通
し
は
、
わ

た
り
︵
公
務
員
給
与
制
度
で
実
際
の
職

務
よ
り
上
位
の
給
与
を
支
払
う
こ
と
︶

の
解
消
に
伴
う
効
果
が
現
れ
る
。
職
員

の
定
数
及
び
給
料
の
適
正
な
管
理
に
よ

り
、
引
き
続
き
総
人
件
費
の
抑
制
に
努

め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
人
件
費
に
関
し
て
、
特
に
特
別

職
給
料
及
び
退
職
金
削
減
率
の
見
直
し

が
、
市
民
の
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て

い
る
。
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ
の
諮

問
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
必
要
で
あ
れ
ば
開
催
は
し
た
い
。

質
問
　
次
に
、
市
の
広
報
活
動
の
体
制

と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

部
長
　
行
政
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
は
、

意
思
決
定
を
行
う
各
主
管
課
が
情
報
の

発
信
元
で
あ
り
、
行
政
情
報
発
信
係
が

そ
れ
を
市
民
に
伝
え
る
た
め
の
広
報
業

務
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

情
報
発
信
の
頻
度
や
取
組
に
は
、
各
主

管
課
に
よ
っ
て
認
識
の
バ
ラ
つ
き
が
あ

り
、
行
政
情
報
を
発
信
す
る
上
で
広
報

の
重
要
性
の
意
識
を
共
有
し
、
さ
ら
に

情
報
発
信
力
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
理
解
し
、
業
務
に
当

た
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
を
し

て
い
る
。

質
問
　
行
政
の
情
報
が
驚
く
ほ
ど
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
広
報
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

部
長
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
の
が
情

報
統
計
課
に
な
る
。
そ
こ
で
丁
寧
に
や

っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
。
広
報
の
在

り
方
と
体
制
を
き
ち
ん
と
し
た
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

| 

お
わ
び
と
訂
正 

|

　
ひ
た
市
議
会
だ
よ
り
第
1
1
0
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

4
ペ
ー
ジ
　
財
津
幹
雄
議
員
の
質
問
の
箇
所

誤
　
質
問
　
豆
田
地
区
の
舗
装
は
、
後
か
ら

　
　
施
工
し
た
御
幸
通
り
線
の
方
が
傷
み
が

　
　
ひ
ど
い
よ
う
だ
が
。

正
　
質
問
　
豆
田
地
区
の
舗
装
は
、
御
幸
通

　
　
り
線
の
方
が
傷
み
が
ひ
ど
い
よ
う
だ
が
。


　
倉
　
和
一
郎

市
職
員
人
件
費
と
広
報
の

在
り
方

県が示す地域医療構想への対応は県が示す地域医療構想への対応は

　市議会は、公開を原則としていますの

で、どなたでも傍聴することができます。

車いす（３台分）での傍聴もできます。

　皆さんのお越しをお待ちしています。

議会をご覧になりませんか

　日田市議会では、ホームページを開設して

います。このホームページでは、市議会の結

果などを掲載するほか、過去の会議録も検索

できます。

　また、市立淡窓図書館、各振興センター、

振興局、地区公民館には、会議録を備えてい

ます。９月定例会の会議録は、12月上旬か

ら閲覧することができます。

ホームページのご案内
http://www.city.hita.oita.jp
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で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

審
査
の
中
で
は
、
公
民
館
の
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
新
た
に
大
集
会
室
な
ど
の

施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
公
民
館
運
営
協
議
会
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
、
積
極
的
な
活
用
を
図

る
よ
う
要
望
し
た
。

　
平
成
27
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
要
望
を
付

し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
は
、
大
分
県

不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
の
制
度
改
正

に
伴
い
、
特
定
不
妊
治
療
等
つ
い
て
県

へ
の
負
担
金
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で

あ
る
。
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
制

度
改
正
に
つ
い
て
市
民
へ
の
周
知
徹
底

は
も
と
よ
り
、
特
に
病
院
や
市
の
窓
口

で
の
不
妊
治
療
の
相
談
者
、
治
療
費
助

成
申
請
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
年

齢
制
限
、
助
成
額
、
回
数
制
限
な
ど
複

雑
な
制
度
を
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら

れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
、
説
明
責
任

を
十
分
に
果
た
す
よ
う
付
言
し
た
。

　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
事
業
は
、
伝

統
的
町
並
み
景
観
の
維
持
形
成
を
図
る

た
め
、
修
理
、
修
景
、
復
旧
な
ど
を
目

的
と
し
、
今
回
１
件
分
の
追
加
補
助
に

伴
う
増
額
補
正
で
あ
る
。
修
理
を
希
望

す
る
伝
統
的
建
造
物
の
待
機
件
数
が
27

件
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
早
期
の
修

　
日
田
市
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
副
市
長

の
定
数
を
１
人
か
ら
２
人
以
内
に
増
員

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
審
査
で
は
、

﹁
こ
の
４
年
間
は
大
変
重
要
な
時
期
で

あ
り
、
２
人
の
副
市
長
に
は
専
門
性
を

発
揮
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
難
局
を
乗

り
切
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
﹂
な
ど
の

賛
成
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
方
、﹁
こ

れ
ま
で
も
副
市
長
１
人
で
取
り
組
ん
で

き
た
内
容
で
あ
り
、
２
人
に
す
る
必
要

は
な
い
﹂
ま
た
、﹁
市
長
選
挙
時
に
は

こ
の
件
に
全
く
言
及
し
て
お
ら
ず
、
唐

突
で
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
﹂

な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
、
慎
重
に

審
査
を
し
た
結
果
、
可
否
同
数
に
よ
り

委
員
長
裁
決
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
た
。

　
日
田
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
給
料
を
15
％
、
副
市
長

と
教
育
長
の
給
料
を
５
％
減
額
す
る
も

の
で
あ
る
。
審
査
で
は
、﹁
こ
れ
ま
で

大
幅
な
給
料
削
減
を
行
っ
て
き
た
。
優

秀
な
人
材
を
迎
え
る
に
は
、
あ
る
程
度

の
給
料
が
必
要
で
あ
る
﹂
な
ど
の
賛
成

意
見
や
、﹁
市
長
の
一
期
目
の
公
約
で

あ
っ
た
人
件
費
の
２
割
削
減
が
達
成
さ

れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
な
い
﹂
な
ど
の
反
対
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
多
数
を
も
っ
て
可
決
し

た
。

　
日
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
の
識
別
を
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
を
確
保
し
、
開
示
や
訂
正
等
を
実

施
す
る
た
め
に
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
で
あ
り
、
特
に
個
人
情
報
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
は
万
全
を
期
す
よ

う
要
望
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

こ
の
他
、
平
成
27
年
度
日
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

　
日
田
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

日
田
市
夜
明
公
民
館
が
旧
夜
明
小
学
校

へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
改
正

報　告

各
委
員
会
の

 
議
案
等
の
審
査
結
果

日
田
市
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
を
否
決

●
総
務
環
境
委
員
会
●

平
成
27
年
度
日
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

●
教
育
福
祉
委
員
会
●
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に
向
け
た
政
策
的
課
題
に
つ
い
て
踏
み

込
ん
だ
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
ず
、
前
回
の
﹁
子
育
て
支
援

に
関
す
る
提
言
﹂
を
基
に
、
市
の
施
策

を
は
じ
め
、
子
ど
も
医
療
や
雇
用
環
境

の
実
態
と
事
業
所
等
の
関
心
や
取
組
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
担
当
部
署
か
ら

聴
取
し
、
そ
の
手
掛
か
り
と
し
た
。

　
ま
た
、
市
が
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
﹂
の
策
定
に
取
り
組

む
中
で
の
市
民
意
識
調
査
や
地
域
別
円

卓
会
議
、
分
野
別
個
別
検
討
会
議
で
は
、

若
い
世
代
の
市
民
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る

﹁
出
産
や
多
子
世
帯
化
の
壁
の
克
服
﹂

と
﹁
結
婚
支
援
﹂・﹁
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
﹂
等
の
政
策
的
・
社

会
的
環
境
整
備
を
必
要
と
す
る
意
見
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
子
育
て
世
代
︵
20

歳
か
ら
39
歳
︶
の
結
婚
に
関
す
る
意
識

調
査
結
果
で
は
、﹁
既
婚
﹂
が
41
・
６

％
、﹁
未
婚
﹂
が
47
・
７
％
と
い
う
状

況
の
中
、
未
婚
者
の
71
・
６
％
が
結
婚

を
望
み
、
既
婚
者
が
理
想
と
す
る
子
ど

も
の
人
数
は
３
人
が
最
多
で
平
均
は
2.6

人
だ
っ
た
。

　
市
が
﹁
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
で
示
し
た

人
口
の
将
来
展
望
で
は
、
２
０
４
０
年

時
点
で
国
が
日
田
市
の
人
口
推
計
値
を

４
万
９
千
１
３
９
人
と
し
て
い
る
の
に

対
し
、
市
は
５
万
６
千
９
３
０
人
を
目

理
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
に
対
し
強
く
予
算
要
求
し
て
い
く
こ

と
を
要
望
し
た
。

　
そ
の
他
、
平
成
27
年
度
日
田
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

ー
│

　
日
田
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

市
営
城
内
団
地
建
替
事
業
の
施
工
に
伴

い
、
城
内
団
地
Ｄ
号
住
宅
、
Ｅ
号
住
宅

及
び
Ｆ
号
住
宅
の
用
途
を
廃
止
す
る
と

と
も
に
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
。

　
平
成
27
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
３
号
︶
の
う
ち
、
当
委
員
会

が
審
査
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の

意
見
・
要
望
を
付
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

　
日
田
梨
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
強
化
事
業
は
、

日
田
梨
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
目
的
に
出
荷

時
期
の
調
整
を
行
う
予
冷
庫
の
設
置
や

戦
略
的
販
売
活
動
に
対
す
る
補
助
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
県
の
補
助
に
該
当
す

る
も
の
が
な
く
、
や
む
な
く
市
の
単
独

事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
県
の
補
助
の
創
設
に
つ
い
て
再
度

働
き
か
け
て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　
日
田
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事

業
は
、
農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
と
す
る

た
め
、
今
後
10
年
間
の
具
体
的
な
方
向

性
を
示
す
﹁
日
田
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
方

創
生
日
田
市
版
総
合
戦
略
及
び
第
６
次

日
田
市
総
合
計
画
の
策
定
と
連
動
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
実
効
性
の
あ
る
ビ

ジ
ョ
ン
と
な
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
上
程
さ
れ
た
平
成
27
年

度
日
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
４

号
︶
に
つ
い
て
は
、
先
の
台
風
15
号
等

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
、
公
共
土
木
施

設
、
公
園
の
倒
木
等
ま
た
市
道
の
災
害

復
旧
工
事
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市

民
生
活
を
営
む
上
で
特
に
緊
急
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
め
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

●
結
婚
・
子
育
て
支
援
を
政
策
課
題
に

　
政
策
研
究
会
は
、
議
会
基
本
条
例
の

施
行
に
伴
い
、
議
会
内
の
政
策
研
究
機

能
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

し
２
年
目
と
な
る
。

　
昨
年
は
、﹁
子
ど
も
の
医
療
体
制
の
整

備
﹂
と
﹁
子
育
て
し
や
す
い
雇
用
環
境

づ
く
り
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
・
研

究
し
、﹁
小
児
科
医
の
確
保
﹂﹁
仕
事
と

育
児
の
両
立
を
支
援
で
き
る
制
度
の
構

築
﹂
な
ど
５
項
目
に
つ
い
て
﹁
子
育
て

支
援
に
関
す
る
提
言
書
﹂
に
ま
と
め
、

本
年
３
月
に
市
長
に
対
し
政
策
提
言
を

行
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
改
め
て
研
究
課
題
を
検

討
す
る
中
で
、
地
方
創
生
の
根
幹
で
あ

る
﹁
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
﹂
へ
の

直
接
的
な
取
組
と
す
る
方
向
で
協
議
し

た
結
果
、﹁
特
殊
出
生
率
の
引
上
げ
や
多

子
世
帯
化
﹂﹁
未
婚
・
晩
婚
の
解
消
﹂
等

日
田
市
営
住
宅
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
や
平
成
27
年
度
日
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

●
産
業
建
設
委
員
会
●

建替事業が進む市営城内団地建替事業が進む市営城内団地

●
議
会
の
動
き

　
　
　
　
| 

政
策
研
究
会 

|
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日
田
市
副
市
長
に
大
塚
勇
二
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
氏
は
、
神
戸
大
学
経
営
学
部
卒
、
大

分
県
採
用
。
市
町
村
振
興
課
長
、
職
員

研
修
所
長
、
総
務
部
参
事
監
、
同
理
事

兼
審
議
監
を
歴
任
。

　
任
期
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

　
次
の
方
々
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
　
る
り
　
氏
︵
天
瀬
町
︶

　
岡
部
　
博
昭
　
氏
︵
三
本
松
新
町
︶

　
木
下
　
靖
郎
　
氏
︵
大
日
町
︶

　
次
の
方
々
を
人
権
擁
護
委
員
に
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
杉
森
　
　
哲
　
氏
︵
大
鶴
町
︶

　
早
川
　
敏
彦
　
氏
︵
上
津
江
町
︶

　
坂
田
　
泰
成
　
氏
︵
中
津
江
村
︶

　
綾
垣
　
幸
一
　
氏
︵
前
津
江
町
︶

指
す
べ
き
将
来
人
口
と
し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
は
、
社
会
減
も
大
き
な
要

因
だ
が
、
そ
の
克
服
に
は
、
長
期
的
な

取
組
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
政
策
研
究
会
で

は
、
地
域
に
お
い
て
特
殊
出
生
率
が

１
・
76
と
比
較
的
高
く
、
結
婚
や
子
ど

も
を
も
う
け
た
い
と
の
希
望
が
多
い
状

況
か
ら
、
そ
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と

を
第
一
に
、
研
究
課
題
を
﹁
婚
活
支
援

に
向
け
た
取
組
﹂
と
﹁
仕
事
と
育
児
の

両
立
を
支
援
す
る
取
組
﹂
と
し
、
政
策

提
言
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
会
　
長
　
　
飯
　
田
　
茂
　
男

　
　
副
会
長
　
　

　
瀬
　
　
　
剛

　
　
会
　
員
　
　
日
　
隈
　
知
　
重

　
　
　
〃
　
　
　
森
　
山
　
保
　
人

　
　
　
〃
　
　
　
坂
　
本
　
　
　
茂

　
　
　
〃
　
　
　
佐
　
藤
　
里
　
代

　
　
　
〃
　
　
　

　
倉
　
和
一
郎

　
　
　
〃
　
　
　
梅
　
原
　
竜
　
也

　
市
議
会
で
は
10
月
5
日
か
ら
20
日
に

か
け
て
、
市
内
20
か
所
で
、
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
に
関
す
る
総
合
戦
略
で
は
、

次
の
４
つ
の
政
策
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創

　
出
す
る
︵
産
業
建
設
委
員
会
︶

②
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

　
く
る
︵
各
常
任
委
員
会
共
通
︶

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　
の
希
望
を
か
な
え
る
︵
教
育
福
祉
委

　
員
会
︶

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
作
り
、
安
心

　
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
地
域
と

　
地
域
を
連
携
す
る
︵
総
務
環
境
委
員

　
会
︶

　
こ
の
４
つ
の
政
策
目
標
を
各
常
任
委

員
会
に
振
り
分
け
、
市
が
主
催
し
た
円

卓
会
議
や
分
野
別
個
別
検
討
会
議
等
で

出
さ
れ
た
市
民
の
意
見
を
参
考
に
、
議

会
の
立
場
か
ら
地
方
創
生
へ
の
取
組
と

し
て
﹁
現
状
と
課
題
﹂
、﹁
取
組
内
容
と

方
策
﹂
の
案
を
ま
と
め
、
皆
様
に
提
示

し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、

国
を
挙
げ
て
地
方
創
生
へ
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は
、
日

田
市
版
の
﹁
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
と
﹁
総
合

戦
略
﹂
が
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
避
け
よ
う
が
な
い
現
実
的
な
問
題
で

あ
る
超
高
齢
化
社
会
と
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
今
後
、
皆
様
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
、
提
言
等
を
ま
と

め
、
具
体
的
な
施
策
を
反
映
し
た
﹁
総

合
戦
略
﹂
を
市
に
提
案
し
ま
す
。

　
次
回
︵
12
月
︶
定
例
会
の
議
事

日
程
案
が
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
正
式
な
日
程
は
11
月
25

日
︵
水
︶
開
催
予
定
の
議
会
運
営

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。


12
月
１
日
︵
火
︶ 

…
開
　
　
会


12
月
８
日
︵
火
︶
、
９
日
︵
水
︶

　
10
日
︵
木
︶
　
　 

…
一
般
質
問


12
月
14
日
︵
月
︶ 

…
議
案
質
疑


12
月
15
日
︵
火
︶
、
16
日
︵
水
︶

　
17
日
︵
木
︶
　
　 

…
各
委
員
会


12
月
21
日
︵
月
︶ 

…
閉
　
　
会

第
４
回
定
例
会
議
事
日
程

日
田
市
副
市
長
を
選
任大塚勇二 副市長

教
育
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

多くの意見が寄せられた議会報告・意見交換会多くの意見が寄せられた議会報告・意見交換会

●
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を

　
開
催
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方
財
政
の
確
立
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見
書

を
採
択
し
、
国
の
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
の

　
法
整
備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る
意

　
見
書

　
近
年
、
一
部
の
国
や
民
族
あ
る
い
は

特
定
の
国
籍
の
外
国
人
を
排
斥
す
る
差

別
的
言
動
︵
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
︶
が
、

社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
る
。

　
昨
年
、
国
際
連
合
自
由
権
規
約
委
員

会
及
び
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
は
、
人

種
差
別
的
言
動
の
広
が
り
に
懸
念
を
示

し
、
日
本
に
対
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
よ
う
な
差
別
的
言
動
に
対
処
す
る
措

置
を
取
る
べ
き
な
ど
の
勧
告
を
行
っ
た
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
社
会
の
平
穏

を
乱
し
、
人
間
の
尊
厳
を
侵
す
行
為
と

し
て
、
そ
れ
を
規
制
す
る
法
整
備
が
さ

れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
そ
れ
を
放
置
す

る
こ
と
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が

国
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
、
表
現
の
自
由
・
言
論

の
自
由
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
次
の
２

項
目
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
人
種
差
別
、
民
族
差
別
を
あ
お
り
、

　
個
人
の
尊
厳
を
否
定
し
社
会
か
ら
排

　
除
、
排
斥
し
よ
う
と
す
る
ヘ
イ
ト
ス

　
ピ
ー
チ
を
法
律
で
禁
止
す
る
こ
と
。

②
我
が
国
が
批
准
し
て
い
る
人
種
差
別

　
撤
廃
条
約
に
基
づ
き
、
人
種
差
別
、

　
民
族
差
別
を
助
長
し
扇
動
す
る
団
体

　
の
デ
モ
及
び
集
会
、
公
共
の
施
設
等

　
の
利
用
を
許
可
し
な
い
こ
と
。

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

　
意
見
書

　
地
方
自
治
体
は
、
社
会
保
障
、
環
境

対
策
、
地
域
交
通
の
維
持
な
ど
果
た
す

役
割
が
拡
大
す
る
中
、
人
口
減
少
対
策

を
含
む
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
な
ど

新
た
な
政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
し
か
し
国
は
、
骨
太
方
針
２
０
１
５

に
お
い
て
、
目
安
と
し
て
２
０
１
８
年

度
ま
で
の
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保

を
示
す
一
方
で
、
高
齢
化
に
よ
る
自
然

増
を
５
千
億
円
程
度
と
し
、
実
質
的
に

抑
制
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
２
０
１
６
年
度
の
政
府
予

算
、
地
方
財
政
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

国
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
財
政
と
す
る

の
で
は
な
く
、
歳
入
、
歳
出
を
的
確
に

見
積
り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社

会
保
障
予
算
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
地
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◎
市
議
会
だ
よ
り
の
お
尋
ね
は
、
市
議
会
事
務
局
︵
☎

８
２
１
４)

へ
。
市
議
会
だ
よ
り
は
、
古
紙
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
優
し
い
﹁
植
物
油
イ
ン
ク
﹂
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

意
　
見
　
書

虚礼廃止に ご理解ご協力を!
Ｑ＆Ａ 

　　議員が、従来から慣行として行われているお歳暮、

　　お年賀などを選挙区内の市民に対して贈ることが

できますか。

　　親族に対して贈る場合を除き、寄附に当たります

　　ので、禁止されています。

　　議員が、選挙区内の市民に対して、年賀状を出す

　　ことができますか。

　　親族に対して行う場合及び答礼のための自筆によ

　　るものを除き、禁止されています。例えば、パソ

コンや裏面印刷による年賀状は、自筆によるものと認

められませんので禁止されています。

　この他、議員が、地区運動会などで寸志・ご祝儀や

お酒を出すこと、親族以外へ贈るお中元・お歳暮・病

気見舞い・入学祝いなど、従来から慣行として行われ

ていることであっても、寄附に当たりますので禁止さ

れています。

　また、議員に対し、市民がこれらを求めることも違

反となります。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

公職選挙法（寄附行為）に関する

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
一
般
質
問

の
要
旨
、
委
員
会
審
査
の
内
容
、

議
決
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
で
市
民
の
皆
様
が
関

心
を
寄
せ
ら
れ
た
議
案
等
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

　
た
だ
こ
こ
で
は
、
残
念
な
が
ら

議
員
一
人
ひ
と
り
の
想
い
や
考
え

ま
で
は
お
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん
。

　
開
か
れ
た
議
会
と
す
る
た
め
に

は
、
議
会
報
告
会
の
開
催
等
、
ま

ず
議
員
側
の
積
極
的
な
情
報
発
信

が
必
要
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
に

関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
も

必
要
で
す
。

　
皆
様
と
の
出
会
い
、
触
れ
合
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
議
会
活
動

に
全
力
投
球
し
た
い
と
決
意
を
新

た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
︵
中
野
　
哲
朗
︶

編
集
後
記


